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台

風

被

害

台風12・11号 海陽町を直撃！
町内に甚大な被害

③水田に氾濫した若松川

⑤冠水した役場海南庁舎前国道 193号

⑦亀裂が入り危険な状態の海部小のシンボル　ヨノミノ木

⑨冠水した県道 301号宍喰尾崎

④崩壊し今も通行止めの町道浅川大山線

⑥瓦が吹き飛んだ義仁荘

⑧浸水した高園地区

⑩破損した野江町民体育館
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台

風

被

害

台風12・11号 海陽町を直撃！
主な災害被災箇所

①ガケ崩れにより通行止め国道 193号神野

❶ ❸
❹

❺❻
❼

❽❿

⓫
⓬

❾

❷

⑪浸水した宍喰小学校

②耕作被害　桑原

⑫国によるカモメ橋被災状況視察

　

平
成
26
年
8
月
の
台
風
11
号
・
12
号
の
影
響
に
よ
る

激
し
い
雨
の
た
め
、
海
陽
町
で
は
冠
水
や
土
砂
災
害
が

発
生
し
、
町
内
各
所
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

特
に
12
号
は
、
雷
を
伴
っ
た
激
し
い
雨
が
断
続
的
に

降
り
、
8
月
1
日
12
時
か
ら
6
日
24
時
ま
で
の
総
雨
量

は
、
海
陽
町
で
６
６
４
㎜
を
観
測
し
ま
し
た
。
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風

被
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●カーブミラー修理
●災害時消毒業務●災害ゴミ収集・処分業務●災害時し尿
汲取費補助事業
●竹ケ島漁港水銀灯修繕
●宍喰浦南排水機場修繕●急傾斜地崩壊応急対策工事補
助●遊歩道支障木伐採業務●町営住宅修繕事業
●屯所・消防車修理●津波避難路修繕、倒木による避難
路手摺、照明灯修繕
●海南庁舎　屋上・東側外部階段修繕●阿佐東線鉄道災
害復旧事業補助金●ONU修繕費（光回線終端装置）
●生活再建特別支援補助金●小規模災害見舞金
●さつき荘　エアコン取替、雨漏り修繕●中川原公会堂
　給排水管修理
●飲料水供給施設改修工事助成金●災害ゴミ処分業務
（リサイクル料）
●遊遊NASA…看板修繕　正面玄関雨樋、三階煙突屋根、
厨房裏口水槽小屋●蛇王運動公園…球場内野観客席屋根
破損、球場北面ネット破損、屋内投球練習場屋根破損
●宍喰小学校…校舎１階、体育館、給食配膳室、多目的
棟、床上浸水（31cm～ 44cm）●海部小学校…玄関及
び南川入り口ガラス戸損壊、プールフェンス損壊●海南小学校…津波避難階段侵入口損壊、倒木
●海陽中学校…挨拶看板損壊●宍喰中学校…管理棟校舎屋上防水シート破損、体育館雨漏り●海
部給食センター…屋根一部破損●旧海部中学校校舎…窓枠サッシ、ガラス窓等損壊●奥浦町民体
育館…屋根鋼板一部破損●野江町民体育館…屋根鋼板一部破損、雨漏りひどく館内水たまり状態
●野江グラウンド…フェンス、防球ネット破損●文化村　博物館…屋根一部破損、工芸館軒板破
損、倒木（さくら等3本）●郷土会館義仁荘…屋根瓦破損●文化財指定地…ハッチョウトンボ指定
地に土砂流入、倒木など数カ所
●町道・河川施設災害…浅川大山線道路災害復旧工事他	 13カ所
●小規模災害（町道・河川・排水路等）…倒木・土砂撤去、路面整正	 70カ所
●林道・農道及びの農地災害…倒木・土砂撤去、路面整正　林道大木屋小石川線他	 121カ所
●住宅裏山崩壊…土砂撤去等応急対策	 10カ所

（平成26年9月現在）
単位：戸

床上浸水 半　　壊 床下浸水

海南地区 １１ １０６

海部地区 ５０ 　５０

宍喰地区 ４３ １ １１５

合　計 １０４ １ ２７１
（平成 26 年 9 月末現在　住居のみ）

災
害
復
旧
費

５
億
８
９
０
０
万
円
補
正

９月補正での災害復旧事業 　

被
災
ゴ 

ミ
収
集
処
分
費
用
、
消
毒
等
費
用
、
公
共
施
設
等
の
災
害
関
連

復
旧
費
と
し
て
、5
億
８
９
０
０
万
円
を
9
月
定
例
議
会
で
可
決
し
ま
し
た
。

神野の被害状況巡視
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　台風 11 号・12 号豪雨災害により、被害を受けられた皆様へ、県ならびに町より
以下の支援制度があります。

○海陽町生活再建助成制度
　　対　　象：居住する住宅が全壊、半壊または床上浸水した世帯
　　内　　容：住宅の補修費及び生活必需品の購入費
　　補 助 率：県 1/2　町 1/2　（自己負担なし、限度額あり）
　　申込期間：罹災証明書に記載された被災日から 13 ヶ月以内
　　問合せ先：保健福祉課 7 3 - 4 3 1 3

○海陽町災害見舞金等支給条例
　　対　　象：居住する住宅が全壊、半壊または床上浸水した世帯
　　見 舞 金：半壊 25000 円（居住者一人につき 5000 円加算）　
　　　　　　　床上浸水 15000 円
　　申込期間：罹災証明書に記載された被災日から 13 ヶ月以内
　　問合せ先：保健福祉課 7 3 - 4 3 1 3

○生活福祉資金（災害特例貸付）
　　対　　象：低所得者世帯等（審査が必要）
　　内　　容：必要な生活資金等
　　補 助 率：低利又は無利子で貸付
　　申込期間：平成 26 年 8 月 13 日～平成 27 年 2 月 12 日まで
　　　　　　　（6 ヶ月間）
　　問合せ先：海陽町社会福祉協議会 7 3 - 1 9 8 0

※農林水産業関係の支援事業「農林水産業債権特別支援制度」及び
「被災農業者向け経営体育成支援事業」は平成 26 年 10 月 20 日（月）
で締切ました。また、企業向けの支援制度「緊急災害対策資金利子
補給補助金」は町内に事業所を有し、平成 26 年 10 月 31 日までに
緊急災害対策資金の融資を受けた事業所に限ります。

災
害
ゴ
ミ
処
分
へ！

災
害
時
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
と

運
搬
手
数
料  

台
風
11
号
12
号
に
よ
り
、
町
が
回
収
し
た
災
害
ゴ
ミ
の

う
ち
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る 

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
の
４
品
目
に
つ
い

て
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
、
運
搬
手
数
料
。 

冷
蔵
庫
70
台
、

洗
濯
機
50
台
、
テ
レ
ビ
80
台 

。

災
害
時
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料　
　
　
　
　
　
　

73
万
円 

災
害
時
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
運
搬
手
数
料　
　
　

42
万
円 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
１
１
５
万
円

１
１
５
万
円

回収した災害ゴミ

崩壊した町道　神袛線

増水した吉野長泉寺川
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議

案

審

議

肺
炎
に
よ
る
死
亡（
３
位
）を
防
ぐ
た
め

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
金 

56
万
円

予
防
接
種
委
託
料 

１１７
万
円

○
予
防
接
種
費　

対
象
者　

自
己
負
担
額　

４
０
０
０
円

　
　

※
生
活
保
護
世
帯
の
方　
　

：
自
己
負
担
な
し
（
窓
口
負
担
な
し
）

　
　

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
：
病
院
窓
口
で
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
申
請
に
よ
り

あ
と
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者
（
個
別
に
通
知
が
届
き
ま
す
）

　

・
65
歳
に
な
る
方
（
経
過
措
置
と
し
て
今
年
度
か
ら
５
年
間
、
当
該
年
度
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
に
な
る
方
）
の
内
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

　
　

※
今
年
度
に
限
り
１
０
０
歳
以
上
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　

※
過
去
に
当
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
に
障
害
の
あ
る
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方

※
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課
７
３
－
４
３
１
３

海陽中学校グラウンド 海南文化村

各戸に設置された ONU

こ
れ
ま
で
海
南
地
区
に
土
の
う
・
備
品
等

の
保
管
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

災
害
時
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
し
設
置
し
ま
す
。

３
月
末
完
成
予
定
で
す
。

大
雨
に
備
え

「
土
の
う
」準
備
へ

海
南
文
化
村
に
水
防
倉
庫
新
設

７
５
０
万
円

防
災
情
報
な
ど
を
各
家
庭
へ

光
回
線
終
端
装
置（
Ｏ
Ｎ
Ｕ
）修
繕
費  

３
７
８
万
円

の
び
の
び
使
え
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
！

海
陽
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

防
球
ネ
ッ
ト
設
置

６
５
０
万
円

こ
の
装
置
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
引
き
込
ま
れ
た

光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
通
信
線
）
で
送
ら
れ
る
情
報
を

テ
レ
ビ
、
防
災
無
線
の
告
知
端
末
、
町
内
無
料
電
話
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
分
け
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

装
置
は
、海
陽
町
が
各
家
庭
へ
貸
与
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

落
雷
や
風
水
害
で
故
障
が
多
数
発
生
し
た
た
め
、
修
理
い

た
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
時
に
、
ボ
ー
ル
が
隣

接
す
る
町
道
へ
飛
び
出
し
、
通
行
す
る

車
両
に
接
触
す
る
事
故
が
た
び
た
び
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
防
止
策
と
し
て
防
球
ネ
ッ
ト（
幅

40
ｍ
、
高
さ
10
ｍ
）
を
設
置
し
ま
す
。
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決

算

認

定
　

当
年
度
の
歳
出
総
額
は
、

85
億
５
６
９
３
万
円
で
前
年
度
と
比

較
し
て
１
５
０
９
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
主
な
要
因
は
土
木

費
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
や
教
育
費
の
海
南
小
学
校
・
海
陽

中
学
校
外
部
避
難
階
段
設
置
事
業
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

減
少
科
目
で
は
、
前
年
度
に
計
上

し
た
基
金
の
積
立
に
よ
る
総
務
費
の

減
少
が
大
き
く
、
消
防
費
で
は
津
波
・

防
災
対
策
事
業
、
農
林
水
産
業
費
で

は
水
産
業
支
援
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の

完
了
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
人

件
費
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
比

１
億
１
４
４
６
万
円
の
縮
減
が
図
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
発
行
地
方

債
の
抑
制
、
起
債
の
繰
上
償
還
に
よ

り
、
起
債
残
高
の
縮
減
が
図
ら
れ
、

確
保
し
た
財
源
を
財
政
調
整
基
金
な

ど
へ
積
立
を
行
い
、
基
金
残
高
は
回

復
し
て
い
る
。

　

特
別
会
計
（
企
業
会
計
を
除
く
）

の
歳
入
総
額
は
39
億
６
１
８
４
万
円
、

歳
出
総
額
38
億
５
８
３
６
万
円
、
差

引
１
億
３
４
７
万
円
で
特
別
会
計
は

全
て
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
の
総
額
は

６
億
１
６
１
５
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

依
然
と
し
て
一
般
会
計
へ
の
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。

決算認定平成25年度

平成 25 年度一般会計、特別会計などの歳入歳出決算認定の議案が提出され、私たちが納めた税金や、国・
県からの補助金がどのように使われたかを慎重に審査した結果、すべて原案のとおり認定しました。

さらに効率的な
財政運営へ

平成25年度一般会計　歳入・歳出決算の内訳

歳 入
87億8,451

万円

歳 出
85億5,693

万円

義務的経費
24億7,099万円

義務的経費
24億7,099万円

投資的経費
8億7,259万円

投資的経費
8億7,259万円

その他経費
52億1,335万円

その他経費
52億1,335万円

人件費
8億7,964万円

人件費
8億7,964万円

扶助費
4億5,881万円

扶助費
4億5,881万円

公債費
11億3,254万円

公債費
11億3,254万円

普通建設事業費
8億2,321万円
普通建設事業費
8億2,321万円

災害復旧事業費
4,938万円

物件費
11億3,032万円

物件費
11億3,032万円

維持補修費
2,819万円

補助費
11億3,954万円

補助費
11億3,954万円

積立金
21億1,448万円

積立金
21億1,448万円

繰出金
8億82万円

繰出金
8億82万円

諸収入
9,188万円

繰越金
1億9,015万円

使用料及び
   手数料
     財産収入
      繰入金
       寄付金
       11億4,719万円

使用料及び
   手数料
     財産収入
      繰入金
       寄付金
       11億4,719万円

地方消費税交付金
8,646万円

自主財源
22億8,981万円

自主財源
22億8,981万円

依存財源
64億9,470万円

依存財源
64億9,470万円

町税
7億2,026万円

町税
7億2,026万円

地方交付税
47億9,530万円

地方交付税
47億9,530万円

国・県支出金
9億8,383万円
国・県支出金

9億8,383万円

町債
5億2,540万円

町債
5億2,540万円

分担金及び負担金
1億4,033万円

地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金・自動車取得税交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

1億371万円　
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決

算

認

定

実質公債費比率は4.8％に
経
常
収
支
比
率
は
県
内
で

最
も
低
い
72
・
0
％

主な財政指標 （単位：万円）

項　　目 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

地方債現在高
（借金残高） 86億2,469 75億5,859 71億4,421 66億2,147

積立金残高
（貯金残高） 34億873 40億4,120 55億4,130 65億5,812

経常収支比率
（町のエンゲル係数） 75.40% 73.4% 72.4% 72.0%

財政力指数 0.18% 0.18% 0.18% 0.18%

実質公債費比率
（借金返済費の割合） 12.80% 9.1% 6.2% 4.8%

※エンゲル係数…家計の消費支出に占める飲食費のパーセント。
　　　　　　　　エンゲル係数の値が高いほど生活水準は低いとされる。

一般会計・特別会計 （単位：万円）

会　計　別 歳　入 歳　出 差　引
一 般 会 計 87億8,451 85億5,693 2億2,758
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 15億64 14億8,817 1,247
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億6,379 1億6,033 346
介 護 保 険 特 別 会 計 14億3,290 14億2,468 822
浅川公共下水道事業特別会計 6,231 6,049 182
海部公共下水道事業特別会計 1億7,478 1億6,761 717
宍喰公共下水道事業特別会計 1億5,610 1億4,920 690
神野農業集落排水事業特別会計 934 917 17
川西農業集落排水事業特別会計 2,021 1,986 35
日比原農業集落排水事業特別会計 982 954 28
漁業集落排水事業特別会計 1,595 1,461 134
川西簡易水道事業特別会計 2,524 540 1,984
海部簡易水道事業特別会計 9,377 9,209 168
中里簡易水道事業特別会計 488 217 271
川上簡易水道事業特別会計 2,164 680 1,484
鉄道経営安定基金特別会計 4億9,851 4億9,851 0
宍 喰 診 療 所 事 業 会 計 1億7,196 1億4,973 2,223

歳
入
87
億
８
４
５
１
万
円

歳
出
85
億
５
６
９
３
万
円

差
引
残
額
２
億
２
７
５
８
万
円
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上
水
道
事
業
会
計
・
海
南
病
院
事
業
会
計

平成25年度上水道事業会計

事業収入	 １億	３，０１０万円	（－297万円	対前年度）
事業費用	 １億	 ２９３万円	（＋	 	 6万円	対前年度）
25年度純利益	 	２, ７１７万円

当
月
度
現
在
、
月
平
均
給
水
件
数
は
４
１
４
９
件
、
月

平
均
給
水
量
は
８
万
３
４
４
０
㎥
と
な
っ
て
い
る
。

当
年
度
の
純
利
益
は
２
７
１
７
万
円
と
黒
字
で
あ
り
、
自

己
資
本
構
成
比
率
は
全
国
平
均
の
66
・
74
％
を
上
回
り
71
・

92
％
と
安
定
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

防
災
面
か
ら
見
る
と
、
最
新
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

よ
る
津
波
浸
水
予
測
図
を
基
に
、
災
害
時
に
も
安
定
的
な
給

水
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
地
震
・
津
波
対
策
を

計
画
的
に
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

決
算
の
結
果
４
７
８
２
万
円
の
赤
字
、
累
積
で
は

３
億
２
３
５
８
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。 

要
因

は
、
入
院
・
外
来
患
者
数
の
減
少
で
、
特
に
医
業
収
入
に
占

め
る
職
員
給
与
比
率
が 

今
年
は
１
２
６
・
６
％
と
危
機
的
数

値
と
な
っ
て
い
る
。 

　

救
急
指
定
病
院
と
し
て
の
救
急
車
に
よ
る
患
者
受
け
入
れ

実
績
は
、
25
年
度
37
件
で
あ
り
、
平
成
20
年
度
の
１
３
２
件

か
ら
減
少
傾
向
に
あ
る
。 

　

民
間
病
院
の
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
、
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
応
え
る
べ
き
で
あ
り
、
地
域
の
包
括
医
療
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を

十
分
に
果
た
す
よ
う

外
来
入
院
患
者
の
安

定
確
保
、
経
費
削
減

等
幅
広
い
取
り
組
み

な
ど
、
未
来
を
見
据

え
た
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。

事
業
は
安
定
に
推
移

計
画
的
に
よ
り
一
層
の
災
害
対
策
を

平成25年度海南病院事業会計 地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

未
来
を
見
据
え
た
見
直
し
を
!! 

事業収入	 ５億	 ８１８万円	（－5,267万円	対前年度）
事業費用	 ５億	５, ６００万円	（－3,804万円	対前年度）
25年度純損失	 	４, ７８２万円

水道工事
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第
3
回
定
例
会
・
第
４
回
臨
時
会
・
第
５
回
臨
時
会

第
３
回
定
例
会

第
４
回
臨
時
会

第
５
回
臨
時
会

　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
開
会
、
町
長

よ
り
次
の
20
議
案
、
議
員
発
議
１
件
が
提
出
さ
れ
審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
12
日
閉
会
し
た
。

　

平
成
26
年
第
４
回
臨
時
会
は
、
８
月
12
日
開
会
、
町
長

よ
り
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
、
同
日
閉
会
し
た
。

　

平
成
26
年
第
５
回
臨
時
会
は
、
10
月
７
日
開
会
、
町
長

よ
り
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
、
同
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

■ 

議
案
の
審
議 

■

■ 

議
案
の
審
議 

■

・
専
決
処
分
の
承
認

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

 
 

１
億
５
４
１
万
円
⬅

豪
雨
強
風
災
害
復
旧
費
等

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

・
小
規
模
災
害
見
舞
金
等
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
重
度
心
身
障
害
者
等
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

・
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

 
 

７
億
１
３
１
２
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

 
 

３
０
３
２
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 
 

６
５
２
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

 
 

６
０
７
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

 
 

10
万
円
⬅

承
認
関
係

条
例
関
係

予
算
関
係

・
平
成
26
年
度
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

 
 

１
０
０
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

 
 

10
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

 
 

１
１
０
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

10
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
宍
喰
町
民
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
工
事
請
負
契
約 

　
　

契
約
金
額　
　

１
億
６
５
２
４
万
円

　
　

契
約
の
相
手
方　
　

㈱　

吉
岡
組

　
　

工　

期　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
20
日
ま
で

・
平
成
25
年
度
浅
川
橋
上
部
補
強
工
事
変
更
請
負
契
約

　
　

契
約
金
額　
　

既
決
請
負
契
約
額　

７
７
５
４
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

増
額
請
負
契
約
額　
　

７
７
３
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計　
　
　
　
　

８
５
２
７
万
円

　
　

契
約
の
相
手
方　
　

シ
ョ
ー
ボ
ン
ド
㈱　

　
　

工　

期　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
か
ら
平
成
26
年
10
月
31
日
ま
で

・
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関
わ
る
周
知
及
び
労
災
認
定
基
準
の
改
正

な
ど
を
要
請
す
る
意
見
書
（
案
）

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

・
宍
喰
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

 
 

２
５
０
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
町
道
海
南
柿
谷
線
神
野
橋
・
道
路
改
良
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額　
　

１
億
１
４
４
８
万
円

　
　

契
約
相
手
方

　
　
　

㈱
谷
田
組

　
　
　

代
表
取
締
役　

谷
田
勝
良

　
　

契
約
期
間

　
　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

・
平
成
26
年
度
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
両
購
入
契
約
に

つ
い
て

　
　

契
約
金
額　
　

１
２
６
９
万
円

　
　

契
約
相
手
方

　
　
　

徳
島
防
災
㈱

　
　
　

代
表
取
締
役　

鶴
田
勝
重

　
　

契
約
期
間

　
　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
25
日
ま
で

・
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
９
９
万
円
⬅

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

　

住
所

　

海
陽
町
四
方
原

谷
たに

﨑
ざき

　淑
よし

文
ふみ

 氏

人
事
関
係

議
員
発
議

契
約
関
係
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11

一
口
メ
モ
・
陳
情
書
・
議
会
の
う
ご
き

14
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

22
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

31
日　

徳
島
県
町
村
議
会
女
性
議
員
連
盟
設
立
総
会

　
　
　
（
徳
島
市
）

１
日　

県
議
長
会
定
例
会
（
徳
島
市
）

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

議
会
全
員
協
議
会

12
日　

第
４
回
臨
時
会

26
日　

議
会
広
報
研
修
会
（
徳
島
市
）

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

１
日　

議
会
全
員
協
議
会

８
日　

第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日
・
９
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

10
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
日　

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

25
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

7
月
１
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で

議
会
の
う
ご
き

7
　
月

8
　
月

9
　
月

歳　出 9月補正 補正後 構成比率
議 会 費 260万7千円 7,802万9千円 1.0
総 務 費 2,064万4千円 8億2,777万8千円 11.0
民 生 費 1億943万円 18億3,505万4千円 24.5
衛 生 費 348万1千円 7億115万2千円 9.3
農 林 水 産 業 費 1,865万5千円 4億1,339万5千円 5.5
商 工 費 1,492万4千円 1億3,207万4千円 1.8
土 木 費 504万円 6億9,604万9千円 9.3
消 防 費 907万4千円 4億4,839万4千円 6.0
教 育 費 1,285万1千円 7億8,184万2千円 10.4
災 害 復 旧 費 3億6,442万8千円 4億4,184万円 5.9
公 債 費 1億5,198万9千円 11億2,953万2千円 15.0
諸 支 出 金 0 444万5千円 0.1
予 備 費 0 1,287万9千円 0.2
合 計 7億1,312万3千円 75億246万3千円 100.0

歳　入 9月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億4,102万6千円 8.5
地 方 譲 与 税 0 6,200万円 0.8
利 子 割 交 付 金 0 160万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 340万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 250万円 0.0
地方消費税交付金 0 8,680万円 1.2
自動車取得税交付金 0 530万円 0.1
地方特例交付金 0 130万円 0.0
地 方 交 付 税 3億1,453万円 42億3,846万7千円 56.5
交通安全対策特別交付金 0 130万円 0.0
分 担 金 · 負 担金 0 1億40万8千円 1.3
使 用 料 · 手 数料 0 5,578万3千円 0.7
国 庫 支 出 金 1億4,472万2千円 5億9,029万9千円 7.9
県 支 出 金 8,949万4千円 5億978万4千円 6.8
財 産 収 入 0 4,867万4千円 0.7
寄 附 金 130万円 130万円 0.0
繰 入 金 989万4千円 7,756万8千円 1.0
繰 越 金 0 9,731万1千円 1.3
諸 収 入 6,188万3千円 1億5,474万3千円 2.1
町 債 9,130万円 8億2,290万円 11.0
合 計 7億1,312万3千円 75億246万3千円 100.0

9月補正予算後の
歳入歳出予算

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に

関
わ
る
周
知
及
び
労
災

認
定
基
準
の
改
正
な
ど

を
要
請
す
る
陳
情
書

審
議
の
結
果
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

陳
　
情
　
書

政
治
家
の
寄
附
や
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
に
つ
い
て

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

一口
 メモ
一口
 メモ

一口
 メモ
一口
 メモＡ Ａ

今
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
政
務
活
動
費
に

つ
い
て
、
海
陽
町
議
会
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

政
治
家
の
寄
附
や
年
賀
状
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
は
？

海
陽
町
議
会
で
は
政
務
活
動
費
は
支
給
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
賀
状
や
暑
中
見
舞
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
（
答

礼
の
た
め
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ Ｑ
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敬老のつどい（平成26年9月15日 海南文化館）

海
陽
町
み
ら
い
会
議
と
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス・

田
園
回
帰
に
向
け
て

　

阿
南
安
芸
自
動
車
道
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
、
要
請
行
動
し

て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
県

や
関
係
市
町
村
と
連
携
の

上
、
最
優
先
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

台
風
12
号
・
11
号
に
よ
っ

て
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

改
め
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
被
害
か
ら
の
物
質

的
・
心
理
的
な
復
旧
を
お
祈

り
し
ま
す
。

　

海
南
病
院
の
経
営
は
一
番

深
刻
で
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
体
裁
を
見
繕
っ
て
い
る

余
裕
な
ど
な
い
し
、
気
を
使

い
な
が
ら
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
余
裕
は
な
い
。
病
院

形
態
の
見
直
し
等
、
様
々
な

方
法
を
探
っ
て
い
る
中
の
一

つ
と
し
て
、
包
括
ケ
ア
病
棟

へ
の
移
行
な
ど
を
検
討
課
題

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
部

病
院
と
連
携
し
た
地
域
医
療

を
考
え
る
町
立
公
立
医
療
機

関
と
、
海
部
病
院
連
絡
協
議

会
の
設
置
に
向
け
て
取
り
組

み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
覚
悟

を
持
っ
て
、
で
き
る
だ
け
早

く
新
た
な
取
り
組
み
、
展
開

を
考
え
て
い
く
時
期
で
あ

る
。

　

海
陽
町
み
ら
い
会
議
に
つ

い
て
、
議
会
よ
り
い
た
だ
い

た
意
見
や
指
摘
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
、
見
直
し
や
既
存

の
組
織
と
の
整
合
性
、
関
係

性
を
整
理
し
、
来
年
４
月
ス

タ
ー
ト
に
向
け
た
い
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
補

助
制
度
拡
充
に
向
け
て
、
新

聞
等
に
よ
る
と
、
人
口
減
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
国
・

自
治
体
が
数
値
目
標
を
盛
り

込
ん
だ
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
案
」
の
全
容
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
報
道
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
は
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
促
進
な
ど
、
地
方

の
雇
用
機
会
の
創
出
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

国
の
流
れ
の
中
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の

誘
致
な
ど
は
政
策
と
し
て
間

違
っ
て
い
な
い
と
確
信
し
て

い
る
し
、
今
後
も
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　

第
一
次
産
業
分
野
で
の
積

極
的
な
取
り
組
み
策
と
し

て
、
田
園
回
帰
・
農
村
回
帰

に
向
け
た
移
住
や
Ｉ
タ
ー

ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
中
心
と
す

る
事
業
を
積
極
的
に
進
め
、

人
口
の
社
会
増
に
向
け
た
取

組
を
し
て
い
き
た
い
。

　

町
営
住
宅
の
被
害
は
、
床

上
浸
水
21
戸
、
床
下
浸
水
35

戸
。
屋
根
、
倉
庫
等
の
損
傷

が
20
ヵ
所
余
り
で
、
修
繕
予

算
額
は
約
２
０
０
０
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。

　

台
風
11
号
・
12
号
の
災
害

対
応
に
つ
い
て
は
、
こ
の
広

い
海
陽
町
全
域
に
同
じ
よ
う

に
避
難
勧
告
を
出
す
こ
と
の

問
題
点
、
避
難
指
示
の
出
し

方
、
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
来
年
４
月
ま
で

に
問
題
点
の
整
理
と
解
決
に

向
け
指
示
を
出
し
た
。

　

宍
喰
地
区
に
お
け

る
保
育
所
の
あ
り

方
・
統
合
に
つ
い
て

説
明
会
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
保
護
者
の

方
か
ら
厳
し
い
ご
意

見
も
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
た
。
時
間
を
か

け
慎
重
に
検
討
し
、

判
断
し
た
い
。

　

台
風
に
よ
る
農
林

水
産
業
再
建
に
向
け

た
支
援
策
と
し
て
、
地
域
農

林
水
産
業
再
建
特
別
支
援
事

業
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ

の
制
度
に
国
の
補
助
金
の
上

乗
せ
を
期
待
し
て
い
る
。

　

今
回
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
最
後
ま
で
復
旧
に
時
間

を
要
し
た
の
が
停
電
で
あ

る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
根
幹

で
あ
る
電
源
が
喪
失
す
る

と
、
多
く
の
町
民
や
企
業
の

方
々
の
生
活
基
盤
が
奪
わ
れ

る
。
変
電
所
を
水
没
か
ら
守

る
取
り
組
み
を
四
国
電
力
に

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

西村内閣府副大臣に被災状況説明（平成 26 年 8 月 12 日宍喰小学校）

行

政

報

告

町
長
　
前
田
　
惠
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ス
テ
ム
を
地
域
防
災
計
画
に

組
み
込
む
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

　
　
谷
岡
防
災
課
長

　

減
災
の
面
か
ら
も
非
常
に

有
効
な
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
国
や
県
の
今

後
の
状
況
も
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
長

　

先
進
地
の
取
り
組
み
も
聞

い
た
上
で
、
今
後
、
防
災
会

議
等
で
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
あ

る
。

　
　
大
規
模
な
災
害
の
発
生

に
備
え
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
災
害
時
に
配
慮
が
必

要
な
方
の
情
報
な
ど
、
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
避

難
時
に
は
必
ず
し
も
医
療
関

係
者
が
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
障
が
い
の
状
況
や
症
状

等
、
必
要
最
小
限
の
情
報
を

記
入
し
、
携
帯
型
に
し
た
災

害
避
難
カ
ー
ド
を
全
戸
に
配

布
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
防
災
課
長

　

ど
う
い
う
情
報
を
記
入
す

る
か
は
今
後
検
討
す
る
が
、

ま
ず
、
試
験
的
に
モ
デ
ル
地

域
を
決
め
て
進
め
て
い
く
。

と
な
っ
た
。
住
民
の
皆

様
方
の
ご
不
満
や
不
信

感
等
払
拭
し
て
い
け
る

よ
う
、
で
き
る
だ
け
早

く
説
明
す
る
。

　
　

宍
喰
川
の
河
床

は
、
土
砂
等
の
堆
積
に

よ
り
川
の
流
量
が
不
足

し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
土
砂
の
取
り
除
き

を
県
に
強
く
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
ど

う
か
。

　
　
東
谷
建
設
課
長

　

宍
喰
川
全
域
に
つ
い

て
、
ど
こ
が
よ
く
溜

ま
っ
て
い
る
か
を
調
査

し
、
県
と
協
議
し
た
上

で
要
望
を
し
て
い
く
。

　
　
宍
喰
地
区
に
お
け
る
浸

水
被
害
は
、
排
水
機
場
や
樋

門
に
つ
い
て
様
々
な
憶
測
が

流
れ
て
お
り
、
そ
の
管
理
体

制
が
問
わ
れ
て
い
る
。
今
後

の
対
策
を
含
め
、
浸
水
被
害

に
対
す
る
検
証
と
地
域
住
民

の
方
に
対
し
て
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
納
得
の
い
く

説
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　
前
田
町
長

　

今
回
の
台
風
12
号
で
は
、

排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
の
排
水

能
力
を
大
き
く
超
え
た
状
況

宍喰地区の浸水被害に対し
納得のいく説明を

〈町長〉 できるだけ早く説明する

小
山
　
　
慎
　
議
員増水した宍喰川

　
　

台
風
の
影
響
に
よ
り
、

町
の
数
カ
所
で
道
路
が
冠
水

し
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
町

は
そ
の
箇
所
を
把
握
し
て
い

な
い
し
、
情
報
を
連
絡
・
収

集
す
る
職
員
や
住
民
に
対
す

る
情
報
発
信
な
ど
、
現
在
の

対
応
で
は
不
備
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
今
後
は
、
住
民
の

方
に
情
報
提
供
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、ど
う
か
。

　
　
建
設
課
長

　

多
く
の
道
路
が
、
冠
水
や

山
腹
の
崩
壊
等
も
あ
り
、
か
な

り
の
箇
所
で
通
行
止
め
と
な
っ

た
。
そ
の
箇
所
の
把
握
に
つ
い

て
は
住
民
の
方
か
ら
通
報
が

あ
っ
た
が
、
周
知
す
る
手
段
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は

最
善
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
国
道
55
号
の
冠
水
に
よ

る
通
行
止
め
に
つ
い
て
は
、

大
動
脈
で
あ
る
国
道
が
こ
ん

な
状
況
で
は
防
災
以
前
の
問

題
で
あ
る
。対
策
に
向
け
て
、

国
交
省
に
対
し
強
い
要
望
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど

う
か
。

　
　
町
長

　

か
さ
上
げ
を
す
る
か
、
河

川
の
排
水
を
よ
く
す
る
か
、

二
つ
に
一
つ
で
あ
る
。
国
交

省
徳
島
河
川
国
道
事
務
所
も

よ
く
認
識
し
て
い
る
。
積
極

的
に
国
交
省
に
取
り
組
み
を

強
め
て
い
く
。

　
　
大
災
害
が
起
こ

り
え
る
こ
と
で
も
事

前
に
対
処
す
る
こ
と

で
、
減
災
へ
と
導
く

こ
と
が
で
き
る
。
い

つ
・
誰
が
・
何
を
す

べ
き
か
を
時
系
列
で

ル
ー
ル
化
し
、
関
係

機
関
が
共
有
す
る
こ

と
で
、
災
害
対
応
の

漏
れ
や
遅
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
が
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
事
前
行
動
計
画
）

で
あ
る
。
台
風
及
び

そ
れ
に
起
因
す
る
水

災
害
や
土
砂
災
害
に

有
効
と
な
る
こ
の
シ

〈建設課長〉
最善策を検討していく

通行止めなどの
情報提供の対応が必要

答

答

答

答

答 答

問

問

問

問

問

問

タイムラインで減災へ

〈町長〉 防災会議等で
検討しなければいけない問題

答

一

般

質

問
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東
谷
建
設
課
長

　

本
流
が
過
去
最
大
の
水
位

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

支
流
部
の
河
川
が
氾
濫
し
、

低
地
部
に
お
い
て
深
刻
な
浸

水
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
海
部
川
水
系
で
は
河
川

内
堆
積
土
砂
の
撤
去
と
排
水

機
場
の
対
応
能
力
の
向
上
。

宍
喰
川
水
系
で
は
、
中
流
域

で
の
河
川
改
修
と
下
流
域
で

の
現
有
ポ
ン
プ
施
設
の
排
水

能
力
の
向
上
が
今
後
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
旧
海
部
中
学

校
の
駐
車
場
入
口
に
排
水
ポ

ン
プ
を
設
置
す
る
た
め
の

ピ
ッ
ト
を
設
け
て
、
今
後
の

対
策
に
活
か
し
た
い
。

　
　
県
の
防
災
ヘ
リ
を
飛
ば

し
て
も
ら
い
、
そ
の
情
報
を
す

ぐ
さ
ま
町
に
送
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

を
作
れ
な
い
か
。
ま
た
、
吉
野

川
、
那
賀
川
流
域
で
は
国
交

省
の
可
動
排
水
ポ
ン
プ
車
が

計
10
台
配
備
さ
れ
て
い
る
。
県

の
保
有
も
３
台
あ
る
の
で
海
陽

町
に
も
配
備
し
て
も
ら
え
な
い

か
。
海
陽
町
が
防
災
特
区
モ

　
　
台
風
11
号
、
12
号
の
被

害
で
今
回
最
も
ひ
ど
か
っ
た

浸
水
被
害
の
原
因
と
、
今
後

の
対
応
策
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

一

般

質

問

被災者全員に何らかの優しい政策を

〈町長〉 
どこかで線引きをしなければならない

公園道の幅員を
広げれば？

〈建設課長〉逆に事故を誘発する

　
　
毎
年
い
く
ら
の
ふ
る
さ

と
納
税
が
さ
れ
て
お
り
、
総

額
は
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
町
外
へ
ふ
る

さ
と
納
税
し
た
人
の
件
数
と

総
額
も
聞
き
た
い
。

　
　
浦
川
総
務
課
長

　

年
間
約
97
万
円
。
累
計

で
５
８
１
万
２
３
９
５
円
に

な
る
。
ま
た
、
町
外
へ
は
住

民
税
申
告
書
よ
り
17
名
、
約

23
万
円
だ
と
推
測
し
て
い
る
。

　
　
分
か
り
や
す
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
、
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
す
る
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

広
報
的
に
は
十
分
Ｐ
Ｒ
で

き
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
も

随
時
で
き
る
だ
け
多
く
載
せ

る
よ
う
指
示
し
て
お
く
。

　
　
ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園

内
に
防
災
拠
点
で
あ
る

ま
ぜ
の
お
か
に
通
じ
る

道
が
あ
る
。
五
反
田
か

ら
の
道
は
大
雨
で
浸
水

し
て
通
れ
な
く
な
る

し
、
農
免
か
ら
の
道
は

道
幅
が
狭
く
、
見
通
し

が
非
常
に
悪
い
。
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
建
設
課
長

　

農
免
か
ら
の
道
は
公

園
道
で
、
自
動
車
は
徐

行
し
て
歩
行
者
の
安
全

に
配
慮
す
る
よ
う
な
性

格
の
道
路
と
な
っ
て
い

る
。
五
反
田
か
ら
の
道

は
、
中
央
に
あ
る
橋
か

ら
交
差
点
ま
で
か
さ
上

げ
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

三
浦
　
茂
貴
　
議
員

〈町長〉 
十分ＰＲできている

ふるさと納税を積極的に
ＰＲするべきでは？

デ
ル
と
な
っ
て
、
県
の
所

有
す
る
情
報
や
機
材
を

フ
ル
活
用
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
前
田
町
長

　

特
区
が
で
き
な
い
も

の
な
の
か
、
ま
た
、
国

交
省
の
排
水
車
が
海
陽

町
に
常
時
置
い
て
も
ら

う
こ
と
が
可
能
な
の
か

勉
強
し
た
い
。

　
　
今
後
の
復
興
支
援

は
床
上
浸
水
以
上
の
被

害
が
対
象
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
以
外
の
世

帯
や
店
舗
、
倉
庫
な
ど

も
含
め
れ
ば
、
か
な

り
の
住
民
が
被
災
し

た
。
そ
こ
で
支
援
策
と

し
て
８
月
中
の
水
道
料

金
を
半
額
に
す
れ
ば
ど

う
か
。
ま
た
、
被
災
者

全
員
に
何
ら
か
の
優
し

い
政
策
を
考
え
て
欲
し

い
。

　
　
町
長

　

ど
こ
か
で
線
引
き
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
の
上
水
道
を
利

用
し
て
い
る
家
庭
を
減

額
す
る
と
、
そ
れ
以
外

の
地
域
と
の
不
公
平
感

が
生
じ
て
く
る
場
合
も

あ
る
。

答答

答

答答

答

問

問

問

問問

問

ピクニック公園進入路

　
　
公
園
道
の
幅
員
を
広
げ

て
二
車
線
に
し
農
免
も
か
さ

上
げ
す
れ
ば
、
国
道
が
浸
水

し
た
時
の
迂
回
路
に
な
る
と

思
う
が
可
能
な
の
か
。

　
　
建
設
課
長　

　

単
純
に
道
路
幅
員
を
広
げ

る
こ
と
は
、
そ
の
線
形
か
ら

逆
に
事
故
を
誘
発
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
農
免
道
路

の
か
さ
上
げ
に
つ
い
て
は
沿

線
の
理
解
が
必
要
と
な
り
、

検
討
は
す
る
が
、
困
難
な
問

題
が
発
生
す
る
と
考
え
る
。

答 問



15

海陽町議会だより　vol.34

者
の
緊
急
時
の
受
入
や
在
宅

へ
の
復
帰
支
援
等
、
地
域
包

括
ケ
ア
を
支
援
す
る
内
容
で

あ
る
。
行
政
報
告
で
も
そ
の

こ
と
を
検
討
課
題
と
し
、
海

部
病
院
と
の
連
絡
協
議
会
の

設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て

い
る
の
か
。 

　
　
町
長 

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
も
拝
聴
し

地
域
包
括
医
療
等
へ
の
一
部

転
換
、
有
床
診
療
所
へ
の
検

討
、
地
域
枠
の
医
師
の
受
入

な
ど
様
々
な
検
討
を
行
う
中

で
決
断
し
て
い
き
た
い
。

　

副
町
長
を
先
頭
に
し
、
病

院
看
護
師
等
関
係
者
、
元
病

院
の
勤
務
職
員
、
役
場
課
長

な
ど
か
ら
な
る
職
員
組
織
の

海
南
病
院
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

た
い
。
検
討
委
員
会
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
し

な
い
旨
伝
え
て
い
る
し
、
全

て
を
選
択
肢
に
入
れ
て
検
討

し
全
て
を
開
示
し
て
い
く
。 

　
　
教
育
関
係
に
思
い
切
っ

た
投
資
と
改
革
が
大
切
だ
と

の
こ
と
だ
が
、
教
育
環
境
、

育
児
環
境
に
つ
い
て
の
理
想

像
は
。 

　
　
岡
田
教
育
長 

　

大
切
な
こ
と
は
保
護
者
、

教
員
と
指
導
す
る
者
の
資
質

を
高
め
る
こ
と
。
海
陽
町
に

お
い
て
も
教
員
と
教
育
に
関

わ
る
者
は
、
様
々
な
研
修
を

重
ね
、
指
導
者
と
し
て
資
質

を
高
め
工
夫
し
て
教
育
環
境

を
提
供
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
活
動
で
き

る
教
育
環
境
を
提
供
す
る
の

が
理
想
で
あ
る
。
今
後
、
い

ろ
い
ろ
な
実
態
に
即
し
て
予

算
も
見
据
え
な
が
ら
、
工
夫

し
て
育
児
環
境
、
教
育
環
境

を
提
供
し
て
い
き
た
い
。 

　
　
町
長 

　

教
育
に
対
し
て
は
投
資
を

惜
し
ま
な
い
考
え
方
で
あ

る
。 

　
　
海
部
道
路
に
つ
い
て
の

進
み
具
合
の
想
定
は
。 

　
　
町
長 

　

今
後
約
２
年
程
度
で
事
業

化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

10
年
後
は
大
幅
に
事
業
が
進

捗
し
て
い
る
と
思
う
。 

　

期
待
し
つ
つ
待
つ
の
で
は

な
く
、
今
後
10
年
で
事
業
効

果
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う

な
施
策
等
、
必
要
な
手
を
打

ち
た
い
。 

　
　
防
災
に
つ
い
て
、
特
に

津
波
は
万
全
の
体
制
で
そ
の

時
に
備
え
た
い
が
、
町
長
に

と
っ
て
理
想
の
万
全
の
体
制

と
は
何
か
。
過
疎
化
等
で
海

陽
町
と
似
た
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
の
復
興
モ
デ
ル

を
、
今
か
ら
学
ん
で
お
く
べ

き
だ
と
考
え
る
が
。 

　
　
町
長 

　

緊
急
避
難
場
所
や
備
蓄
倉

庫
等
の
整
備
を
初
め
、「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
を

基
本
と
し
た
住
民
意
識
の
要

請
を
図
っ
て
い
る
。
防
災
・

減
災
対
策
事
業
に
こ
れ
で
終

了
と
い
う
終
着
点
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
必
要
な
事
業
は

継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　

被
災
後
は
で
き
る
だ
け
早

く
復
興
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
来
年
か
ら
宍
喰
地
域
を

中
心
に
、
地
籍
調
査
を
大
幅

に
拡
大
し
て
い
き
た
い
。 

　
　

10
年
後

は
産
業
は
ど

の
よ
う
に
活

性
化
し
て
い

る
の
か
。
牽

引
分
野
は
何

か
。
明
る
い

未
来
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ

る
の
か
。 

　
　
町
長 

　

町
の
産
業

の
割
合
が
農

林
水
産
業

８
・
６
％
、

製
造
業
12
・

９
％
、
建
設

業
７
・
８
％
、

卸
小
売
業
12
・
５
％
、
サ
ー

ビ
ス
業
が
11
％
と
な
る
。
今

後
、
新
た
な
就
業
機
会
の
創

出
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

国
で
は
地
方
創
生
担
当
大
臣

が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
地
方

の
人
口
減
少
や
活
性
化
に
向

け
て
各
種
施
策
等
が
創
設
さ

れ
て
く
る
。
そ
の
新
し
い
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。 

　

み
ら
い
会
議
等
に
よ
り
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
10
年
後
ど

の
よ
う
な
産
業
で
も
若
者
が

中
心
と
な
り
、
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
理
想
で
あ

る
。

　
10
年
後
の
海
陽
町
を
ど
の

よ
う
な
町
に
し
た
い
の
か
、

町
長
の
理
想
と
す
る
町
の
将

来
像
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
た

い
。 

　
　
高
齢
化
の
問
題
。
10
年

後
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化

に
よ
り
高
齢
化
率
が
上
が

り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
人
も
多
く
な
る
。
サ
ー
ビ

ス
す
る
側
の
若
者
は
減
り
、

高
齢
者
福
祉
は
維
持
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
町
長
は

ど
う
い
う
理
想
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
。 

　
　
前
田
町
長 

　

本
町
の
予
想
さ
れ
る
２
０

２
５
年
の
人
口
は
７
７
４
９

人
で
高
齢
化
率
は
48
％
、
75

歳
以
上
の
割
合
も
30
・
８
％

と
非
常
に
高
い
。
社
協
や
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
減
少

す
る
よ
う
努
め
、
介
護
給
付

を
抑
え
て
介
護
保
険
へ
の
負

担
も
抑
制
し
て
い
き
た
い
。 

　
　
２
０
１
４
年
度
、
診
療

報
酬
改
定
で
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
が
新
設
さ
れ
、
在
宅
患

一

般

質

問

10年後の町長の理想とする町のビジョンは

〈町長〉 地域の活性化に積極的に取り組むことが理想

長
尾
　
正
大
　
議
員

問問

問

問問

問

答

答答

答

答

答

答

いつまでもお元気で（敬老のつどい　平成26年9月15日 海南文化館）
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国道 55 号通行止め（四方原）

一

般

質

問

防災対策の見直しを!!

〈防災課長〉 
早めの避難と注意喚起を図り対応策を再検討する

　
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た

台
風
12
号
・
11
号
を
振
り
返

り
検
証
し
、
再
び
大
き
な
災

害
を
回
避
で
き
る
よ
う
、
今

後
の
防
災
対
策
を
見
直
す
べ

き
で
あ
る
。

　
　
防
災
情
報
の
伝
え
方
の

再
検
討
を
。

①
避
難
勧
告
発
令
時
、
具
体

的
に
危
険
性
が
早
く
十
分
に

伝
わ
る
よ
う
伝
達
で
き
な
い

の
か
。

②
停
電
時
や
防
災
無
線
が
使

え
な
い
時
、
豪
雨
で
防
災
無

線
の
音
声
が
聞
こ
え
な
い
時

な
ど
情
報
伝
達
を
ど
う
す
る

の
か
。

③
停
電
時
、
地
区
の
範
囲
や

復
旧
の
見
込
み
の
放
送
で
不

安
の
解
消
を
。

　
　
谷
岡
防
災
課
長

①
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
旧

町
単
位
で
発
表
さ
れ
る
た

め
、
地
域
を
限
定
し
て
住
民

に
お
知
ら
せ
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
が
、
住
民
自
身
も
自

分
の
安
全
を
確
保
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
啓
発
を
行
う
と

と
も
に
、
早
め
の
避
難
を
促

す
注
意
喚
起
を
引
き
続
き

図
っ
て
い
く
。

　
　
①
38
カ
所
の
避
難

所
の
利
用
状
況
は
。

②
使
え
た
の
は
何
カ
所

か
。

③
垂
直
避
難
の
で
き
な

い
家
の
住
人
や
要
援
護

者
へ
の
避
難
要
請
の
取

り
組
み
は
。

④
避
難
所
で
の
備
蓄
食

糧
・
毛
布
・
テ
レ
ビ
・

電
話
等
の
設
置
は
で
き

て
い
る
の
か
。

⑤
住
民
が
利
用
し
や
す

い
避
難
所
を
再
検
討
で

き
な
い
の
か
。

　
　
防
災
課
長

①
町
指
定
の
避
難
所
で

は
11
カ
所
の
利
用
で

あ
っ
た
。

②
38
カ
所
の
指
定
避
難

所
の
う
ち
浸
水
し
た
避

原
　
ひ
ろ
み
　
議
員

〈防災課長〉 
住民の意見を参考にする

避難所の再検討を

問

問

問

答

答

答

②
屋
内
の
個
別
受
信
機
、
屋

外
の
防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー

カ
ー
以
外
に
、
携
帯
電
話
の

エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
利
用
し
て

避
難
勧
告
等
情
報
を
発
信
し

て
い
る
が
、
住
民
に
早
め
の

避
難
を
周
知
す
る
と
と
も
に

対
応
策
を
検
討
す
る
。

③
電
力
会
社
に
は
、
住
民
か

ら
の
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
な

ど
会
社
自
身
が
対
応
す
る
べ

き
で
あ
り
、
今
後
の
対
策
と

し
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開

設
や
電
話
回
線
の
増
設
な
ど

を
強
く
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
、
役
場
に
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
時
に
は
、
正
確
な
情

報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、

復
旧
箇
所
や
見
通
し
な
ど
定

期
的
に
報
告
い
た
だ
く
よ
う

合
わ
せ
て
要
望
し
て
い
る
。

　
　
早
期
に
増
水
の
危
険
性

を
知
る
た
め
、
水
位
観
測
所

を
増
設
す
る
必
要
性
が
あ
る

が
、
町
は
あ
と
何
カ
所
増
設

す
べ
き
と
か
ん
が
え
て
い
る

の
か
。

　
　
前
田
町
長

　

現
在
、雨
量
計
は
８
カ
所
、

水
位
計
は
５
カ
所
あ
る
が
、

情
報
を
得
る
た
め
に
は
不
十

分
で
あ
る
。
雨
量
計
、
水
位

計
と
も
、
あ
と
４
カ
所
増
設

で
き
れ
ば
、
避
難
準
備
や
勧

告
の
判
断
に
も
有
効
に
活
用

で
き
る
。
設
置
の
要
望
を
続

け
て
い
き
た
い
。

⑤
今
回
の
災
害
の
状
況
受

け
、
住
民
の
ご
意
見
も
参
考

に
再
検
討
を
行
う
。

　
　
多
く
の
河
川
で
氾
濫
が

あ
っ
た
。
海
部
川
や
支
流
で

砂
利
が
溜
ま
り
、
河
床
が
上

昇
し
て
い
る
。
砂
利
採
取
を

早
急
に
県
に
要
望
し
、
残
土

処
分
場
の
獲
得
に
も
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
。

　
　
町
長

　

浸
水
対
策
と
し
て
砂
利
採

取
、
宍
喰
川
・
海
部
川
へ
の

排
水
ポ
ン
プ
の
増
設
を
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　

山
腹
崩
壊
を
防
ぐ
た

め
、
道
路
脇
に
生
い
茂
る
樹

木
を
早
期
に
伐
採
し
、
危
険

木
の
定
期
的
な
点
検
を
し
除

去
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
東
谷
建
設
課
長

　

道
路
通
行
上
危
険
な
樹
木

は
各
道
路
管
理
者
が
そ
の
都

度
除
去
し
て
い
る
が
、
個
人

所
有
山
林
の
樹
木
を
定
期
的

点
検
し
除
去
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

　
百
年
計
画
で
治
水
事
業
を

森
林
整
備
や
広
葉
樹
へ
の
転

換
、
温
暖
化
防
止
へ
力
を
入

れ
、
よ
り
未
然
に
防
ぐ
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
教

訓
を
活
か
し
、
根
本
的
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

難
所
は
３
カ
所
で
あ
り
、
浸

水
被
害
に
関
し
て
は
そ
れ
以

外
の
避
難
所
に
つ
い
て
は
利

用
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

③
要
援
護
者
の
避
難
に
つ
い

て
は
移
動
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
早
め
の
避
難
を

促
す
注
意
喚
起
の
放
送
を
繰

り
返
し
行
っ
て
い
る
が
、
引

き
続
き
社
会
福
祉
協
議
会
や

消
防
団
等
と
も
情
報
の
共
有

を
図
り
な
が
ら
対
応
を
図
っ

て
行
く
。

④
食
料
は
、
長
期
の
避
難
が

予
想
さ
れ
る
地
震
・
津
波
を

想
定
し
学
校
や
庁
舎
等
に

水
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
等
備
蓄
し

て
い
る
が
、
台
風
等
で
避
難

ま
で
に
時
間
的
余
裕
が
あ
る

場
合
は
持
参
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
毛

布
、
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
諸

課
題
も
あ
り
検
討
す
る
。
電

話
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｐ
電
話

と
災
害
時
優
先
電
話
を
設
置

し
て
い
る
の
で
利
用
可
能
で

あ
る
。

答 答 問問
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ら
は
、
防
災
対
策
や
第
一
次

産
業
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、

町
長
か
ら
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

委

員

長

報

告

形
状
変
更
と
、
取
り
合
い
道

路
部
分
の
段
差
等
改
善
の

た
め
の
舗
装
工
事
費
。

　

９
月
９
日
再
開
。
最
初

に
１
日
の
台
風
被
災
現
場

７
ヵ
所
に
続
い
て
、
６
ヵ
所

の
巡
視
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
補
正
予
算
の
説

明
を
受
け
た
。
歳
入
歳
出
予

算
に
７
億
１
３
１
２
万
円

を
追
加
し
、
75
億
２
４
６
万

円
と
す
る
も
の
。

　

そ
の
補
正
額
の
う
ち
、
４

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

戸
田　

眞
理
子

　

９
月
８
日
開
会
。
午
後
は

町
長
が
県
の
会
議
出
張
の
た

め
休
会
と
し
た
。

　

所
管
議
案
は
11
議
案
で
あ

り
、
そ
の
内
容
説
明
に
つ
い

て
抜
粋
し
て
報
告
す
る
。

　

平
成
25
年
度
決
算
の
状
況

に
つ
い
て
、
そ
の
後
企
業
会

計
・
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

も
説
明
を
受
け
た
が
、
財
政

健
全
化
へ
の
改
善
効
果
が
伺

え
る
た
め
か
、
委
員
か
ら
は

格
段
の
意
見
は
な
か
っ
た
。

　

26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
歳
入
歳
出
予
算
に

１
億
５
４
１
万
円
を
追
加
す

る
も
の
で
、
全
額
が
こ
の
度

の
台
風
災
害
関
連
の
事
業

費
。

　

浅
川
橋
上
部
補
強
工
事
変

更
請
負
契
約
の
７
７
３
万
円

の
増
額
は
、
鋼
製
地
覆
等
の

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
産
業
建
設
・
文
教
厚
生
の
２
常
任
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
９
月
８
日
、
９
日
、
10
日
に
開
催

さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。億

８
３
５
９
万
円
が
台
風
災

害
復
旧
関
連
の
事
業
費
と

な
っ
て
い
た
。

　

補
正
残
額
の
う
ち
、
農
業

費
の
新
規
事
業
と
し
て
①

多
目
的
機
能
支
援
事
業
費

１
４
０
万
円
。
農
村
地
域
へ

の
活
動
費
や
営
農
継
続
の

た
め
の
支
援
費
と
の
こ
と
。

②
農
地
中
間
管
理
事
業
費

１
７
７
万
円
。
農
地
集
積
の

耕
作
放
棄
地
対
策
事
業
費
で

あ
る
と
の
こ
と
。

　

林
業
費
で
は
寄
付
金
の

１
０
０
万
円
で
、
海
部
材
の

木
製
ベ
ン
チ
を
購
入
し
て
設

置
。

　

水
産
業
費
の
50
万
円
は
、

浅
川
漁
協
の
藻
場
改
善
実
証

実
験
費
。

　

商
工
費
で
は
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
事
業
に

１
０
５
万
円
。
久
尾
・
船

津
寒
茶
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の

１
０
０
万
円
。
観
光
施
設
の

修
繕
や
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
公

共
下
水
道
の
繋
ぎ
込
み
等

で
、合
わ
せ
て
９
１
８
万
円
。

　

土
木
費
で
は
、
ま
ぜ
の

お
か
倉
庫
新
設
事
業
費
の

３
７
１
万
円
。
消
防
費

７
５
５
万
円
は
、
海
南
地
区

水
防
倉
庫
を
文
化
村
に
設
置

す
る
た
め
の
事
業
費
。

　

公
債
費
の
１
億
５
１
９
８ 

万
円
は
、
地
方
債
の
繰
上
償

還
金
等
で
あ
っ
た
。
委
員
か

正
予
算
全
額
が
台
風
災
害
関
連

補

南
病
院
経
営
状
態
に
厳
し
い
質
問

海

台風被害巡視（遊遊 NASA）

浸水被害ゴミ集積場巡視（宍喰）

委
員
長　

三
浦　

茂
貴

　

９
月
10
日
開
会
。

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
平

成
25
年
度
の
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
の
３
つ
の
特
別
会
計

決
算
の
説
明
が
あ
っ
た
。
国

保
の
基
金
が
底
を
つ
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

海
南
病
院
決
算
は
、
経

費
を
１
０
０
０
円
使
っ
て

６
０
０
円
儲
け
て
い
る
よ
う

な
状
態
で
、
町
か
ら
の
繰
入

金
が
３
億
１
０
０
０
万
円
で

あ
り
、
経
営
状
態
に
関
し
て

多
く
の
厳
し
い
質
問
が
飛
ん

だ
。
町
長
よ
り
、「
海
南
病

院
の
再
建
に
つ
い
て
副
町
長

を
ト
ッ
プ
と
す
る
委
員
会
を

作
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
」

と
の
答
え
が
あ
っ
た
。

　

専
決
予
算
の
一
般
会
計
補

正
予
算
は
台
風
11
号
、
12
号

関
連
の
予
算
で
あ
る
。

　

条
例
提
案
の
３
議
案
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
の
子
ど
も

子
育
て
新
制
度
関
連
。

　

小
規
模
災
害
見
舞
金

等
支
給
条
例
の
一
部
改
正

は
、
先
の
台
風
被
害
で
床

上
浸
水
に
あ
っ
た
世
帯
に

１
万
５
０
０
０
円
の
見
舞
金

を
出
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

宍
喰
町
民
セ
ン
タ
ー
耐
震

改
修
工
事
は
、
１
億
６
５
２ 

４
万
円
の
請
負
契
約
。

　

人
事
案
件
１
件
は
人
権
擁

護
委
員
５
人
の
う
ち
１
人
の

推
薦
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
一
般
会
計
補
正
予

算
の
協
議
を
行
っ
た
。

　

民
生
費
１
億
９
４
３
万
円

の
主
な
も
の
は
、
生
活
再
建

特
別
支
援
補
助
金
の
１
億
円

で
あ
り
、
台
風
11
号
及
び
12

号
で
被
害
に
あ
っ
た
全
壊
・

半
壊
な
ら
び
に
床
上
浸
水
世

帯
に
対
す
る
補
助
金
で
県
２

分
の
１
、
町
２
分
の
１
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

衛
生
費
３
４
８
万
円
の
主

な
も
の
は
、
家
電
等
リ
サ
イ

ク
ル
料
１
１
５
万
円
で
、
災

害
ゴ
ミ
の
処
理
に
係
る
リ
サ

イ
ク
ル
料
と
運
搬
手
数
料
で

あ
る
。

　

教
育
費
１
２
８
５
万
円
の

主
な
も
の
は
、
海
陽
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
防
球
ネ
ッ
ト

設
置
に
６
５
０
万
円
。

　

文
教
施
設
災
害
復
旧
費

９
７
２
８
万
円
の
主
な
も
の

は
、
浸
水
被
害
に
あ
っ
た
宍

喰
小
学
校
校
舎
及
び
体
育

館
、
風
害
に
あ
っ
た
旧
海
部

中
学
校
校
舎
と
義
仁
荘
の
工

事
費
で
あ
る
。

　

続
い
て
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
及
び
、
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

の
説
明
を
受
け
た
。

　

議
案
審
議
は
以
上
で
、
そ

の
他
と
し
て
教
育
長
か
ら
、

今
後
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
陳
情
を
１
件
審

査
し
、意
見
書
を
提
出
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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今
年
は
、
全
国
的
に
自
然
災
害
の
多
い
夏
で

し
た
。
海
陽
町
に
も
12
号
11
号
と
相
次
ぐ
台
風

の
襲
来
が
あ
り
、
台
風
の
被
害
を
受
け
た
皆
様

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
し
ま
す
。 

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
の
災
害
復
旧
費
は
、

９
月
議
会
で
決
ま
っ
た
予
算
分
だ
け
載
せ
て
い

ま
す
が
、
町
全
体
で
の
災
害
復
旧
費
は
、
ま
だ

増
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
大
き
な
自
然

災
害
が
起
き
な
い
、
安
心
安
全
な
生
活
と
い
う

の
は
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。 

　

当
委
員
会
で
は
、
皆
様
に
手
に
取
っ
て
読
ん

で
も
ら
い
、
わ
か
り
易
い
紙
面
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
、
気
軽
に
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
長
尾
）

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ 　
　

７
３ｰ

４
１
６
４

（
直
通
）

第 36回徳島県少年野球連盟選手権大会
海南４－３足代　　海南 ３－１鴨島
海南４－２岩脇　　海南 14 －２阿波
海南５－０鷲敷　　海南 10 －４新野東

四国クライマックス大会
海南２－１日高（愛媛県）　海南３－０日章（高知県）

全国大会出場おめでとうございます

これまでの戦績
（大会は 12 月 6 日・7 日横浜スタジアムで開催されます。）

表
紙
・
裏
表
紙
と
も
に
氏
名
は
50
音
順
で
す
。

岡川拳大
岡川涼弥
岡川昴大
川縁善輝
杉本真仁
谷崎　颯
谷崎　陽
谷本翔馬
徳山一翔
増田永愛
増田龍生
松吉一心
溝内将人

海南クラブ

議長へ戦勝報告

全国優勝めざしてがんばります。応援よろしくお願いします。


